
社会－９(公民的分野) 知識を活用して特色を説明し，さらに自分の考えを論述する事例
【学習活動の概要】

１ 単元名 世界平和の実現を目指す国際社会と日本

２ 単元の目標
国際的な相互依存関係の深まりの中で，世界平和の実現を目指す国際社会の在り方や，我が国の

国際貢献の在り方に関して，主体的な判断をする際の基礎となる知識や概念を習得する。そして，

それらを活用しながら考察・判断をして，その内容を表現することができる。

３ 評価規準

【社会的事象への関心・意欲・態度】
・世界平和の実現を目指す国際社会の仕組みや活動，我が国の国際貢献に対する関心を高め，それ

らを意欲的に追究している。
【社会的な思考・判断・表現】

・世界平和の実現を目指す国際社会の在り方や，我が国の国際貢献の在り方について，対立と合意，
「国家の主権の尊重」と「国際的な協力」などの知識や概念から考察し，その過程や結果を適切
に表現している。

【資料活用の技能】
・国際社会の仕組みや活動，国際情勢，我が国の国際貢献などに関する様々な資料を収集し，学習

に役立つ情報を適切に選択して，情報を読み取っている。
【社会的事象についての知識・理解】

・世界平和の実現のためには，国際協調の観点から，国家の主権の尊重や国際的な協力が大切であ
ることを理解し，それらに関わる具体的な知識を身に付けている。また，日本国憲法の平和主義
について理解し，その知識を身に付けている。

４ 教材
本単元は主に国際政治に関する内容で，「国際社会と主権国家」，「国際連合」，「現代の国際情勢」，

「日本の平和主義と国際貢献」を扱う。従来のこうした学習では，例えば国際機構名等の知識の習

得に重点が置かれるなど，知識習得に偏重したものも多くみられた。しかしそれでは，社会科の目
標である「公民的資質」の育成をすることにはならない。目標実現に向けて，国際社会や国際貢献
の在り方について，対立や合意をもたらしたこれまでの議論・判断等を取り上げ，吟味させる。そ
のうえで，その在り方を一人ひとりに主体的に判断させる。

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全９時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第一次 「国際社会と主権国家」（１） ・「国家の主権の尊重」という点か

○国家間の相互の主権の尊重について理解する。 ら諸事象を解釈できるようにする。
第二次 「国際連合」（４） ・国際連盟の学習を通して，国際機

○国際機構の必要性や，国際連盟の問題点を知る。 構に関する知識や概念を習得する。
○国際連合の当初目指した仕組み，実際の仕組み， そしてそれらを活用して国際連合

生じた問題などを調べる。そして，国際連合の について調べ，特色を説明させる。
在り方を考え，議論する。本時（２） ◎国際連合の在り方に対する自分の

○国際連合やその他の国際機構，ＮＧＯなどによ 考えをまとめて論述する。さらに
る様々な活動を知る。 議論を通して考えを深めさせる。

第三次 「現代の国際情勢」（２） ・視点を明確にし，発表させる。
○戦後の国際的な対立や戦争などを，班で調べる。 ・多様な内容について共通点や差異
○調べたことを発表し，全体の内容をまとめる。 点から整理し，特色を説明させる。

第四次 「日本の平和主義と国際貢献」（２） ・平和主義との関連から日本の国際
○平和主義を掲げている日本の国際貢献について 貢献を説明できるようにする。

知り，その在り方で議論となった点も知る。 ◎日本の国際貢献の在り方に対する
○今後の日本の国際貢献の在り方について考える。 自分の考えをまとめて論述する。



(2)本時の学習（３･４/９時間）
①目標

国際連合に関して，対立と合意，「国家の主権の尊重」と「国際的な協力」などの知識や概
念から考察し，支持・合意が得られる思考や判断ができ，その過程や結果を適切に表現できる。

②本時の展開
○前時を振り返り，史上初の世界的国際機構であった国際連盟にみられた問題，すなわち「国

家の主権の尊重」と「国際的な協力」の両立の問題を確認する（具体的には国際連盟の参加
国，表決法，制裁規定などでみられた問題点を確認する）。

○国際連合は，世界平和の実現のために，どのような仕組みを目指すことで合意されたのか，

そして実際にはどうなったのか，どのような問題が生じたのかを調べてまとめる。その際，
国際連盟の学習で習得した知識や概念を活用しながら，国際連合について調べる。

○現在の国際連合の仕組みについて，評価できる点と改善すべき点を考えたうえで，改善策や
改善すべきとした理由を論述し，議論する。

【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】

本単元は，中学校学習指導要領・社会（公民的分野）内容の(4)「ア 世界平和と人類の福祉の
増大」に基づき設定した二つの単元のうちの一つである。本単元は国際政治，特に世界平和につい
ての学習であるが，その中でも本時は国際連合を扱い，その特色と今後の在り方について考察して

いる。国際連合については，内容(4)のアの中でも，「世界平和の実現と人類の福祉の増大のため
に」その「役割が大切である」とされている。

【言語活動の充実の工夫】－習得・活用すべき知識や概念の明確化－

授業では様々な言語活動が行われるが，公民的資質の育成を意識して特に重視しているのが，自
分の考えを論述することである。そして，内容によっては議論もして考えが深められるようにして
いる。本単元では国際社会，そして日本に関して，それぞれ自分の考えを論述する場面を設定し（前
述の５「(1)単元の展開」中の◎），国際社会に関しては議論もしている。ただし，自分の考えを

論述したり，考えに基づき議論したりする際は，一見熱心に取り組んでいるように見えても，実際
には思い込みや個人的価値に基づいて判断し，内容的に無理があるものだったり，感情的なものに
なったりしやすい。こうしたことに陥らないよう，そして生徒の知的成長を促すものとなるよう，

論述や議論などの言語活動に取り組む際には，次の二つが大切であると考えている。
① 授業で習得した，より確かな事実を活用したものとする。
② 授業で習得した，複数ある社会的価値に基づいて選択的判断をする。
これらを実現するためには，習得・活用すべき知識や概念の明確化が必要である。言語活動を計

画するにあたり，まずは教師自身が授業での事実的知識や価値的知識をあらかじめ明確にしておく
ようにした。そして，授業
で生徒にそれらを習得させ
た上で，論述・議論する場

面を設定した。議論の際に
は右に示すような「議論用
プリント」を使用した。こ

のプリントは，議論前に自
分の考 えを論述す る部分
と，議論後に他者の考えを
記入する部分からなる。こ

うしたプリントを使用する
ことで，生徒が共通の論点
を意識できるようにして，

適切な論述，かみ合った議
論を可能にしている。また，
賛否を分けながら他者の合
理的な考えを確認できるよ

うにしている。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：③，④，⑥ （※分類番号はP5表参照）


